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千葉ウエストワイズメンズクラブ 2022年10月 （No.25） 

会 長 髙田一彦 

副会長 吉﨑 勇 

書 記 内田久昭 

会 計 長尾昌男 

担当主事 小林和弘 

国際会長 K・Ｃ・サミュエル(インド) 主題 フェローシップとインパクトで次の100年へ 

アジア太平洋地域会長 チェン・チ・ミン(台湾）新しい時代とともに、エレガントに変化を  

東日本区理事 佐藤重良（甲府21)  未来に向けて今すぐ行動しよう 

関東東部部長 工藤大丈（東京ベイサイド）新規技術を縦横に駆使し、効率を重んじる 

千葉ｳｴｽﾄｸﾗﾌﾞ 髙田会長主題 一歩前進、ﾜｲｽﾞの輪を！ 

*千葉ｳｴｽﾄｸﾗﾌﾞ連絡先 日本基督教団船橋教会  273-0865 船橋市夏見6-6-6   ☎ 047-425-6366 

“ TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT “ 

小林牧師の説教 

落ち葉掃き 

   9月のデータ 会員9名 

   出席者 :  7名 (会員7名 ）                       

   出席率 ： 100% (2名 メーキャップ） 

   ドライバー： 6,200円  (累計：13,300円）  

 
今月の聖句 イエスは言われた。「私は道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもと

に行くことができない。あなたがたがわたしを知っているなら、わたしの父をも知ることになる。今から、あなたがた

は父を知る。いや、既に父を見ている。」 （ﾖﾊﾈによる福音書14章6節～7節） 

    千葉ウエストワイズメンズクラブ 

    創立2周年記念10月例会 

          ＜ASFの月＞                

 日時 ： 10月22日（土） 14:00～16:00 

 場所 ： 日本基督教団船橋教会 信徒館 

    司会 岡田裕三君  受付 吉﨑勇君 

  開会点鐘                     髙田一彦 会長 

  ワイズソング・ワイズの信条 

  聖書朗読                     守安久美子さん 

  ビジター・ゲスト紹介 

  会長報告                        髙田一彦会長 

  YMCA報告       小林和弘担当主事 

   誕生祝い     内田久昭君、鈴木秀信君              

  卓話 「船橋をもっと知ろう」   

         倉石昇ワイズ（千葉クラブ）  

  協議 「EMC100日キャンペーン」について  

   ドライバー            長尾昌男君 

   閉会のことば            鈴木秀信君    

    閉会点鐘              髙田一彦会長 

 ◎例会出席者は、 

 髙田会長   090-8509-0701    

   又はメール  takawaizu@f7.dion.ne.jp 

谷津バラ園 

千葉ウエストクラブ９月例会報告 

9月24日14時～16時 於：船橋教会信徒館 

出席者：内田、岡田、髙田、鈴木、長尾、吉﨑、守安 

日程変更での9月例会は、鈴木秀信君の司会で始

まった。髙田会長の開会点鐘、ワイズソング、ワイズ

の信条に続いて、鈴木秀信君の聖書朗読があった。

会長報告では、10月の千葉ウエストクラブの2周年記

念例会の趣向についての意見交換や、来期の関東

東部大会の日時、場所等の仮押さえ等が話された。

本題の卓話では、「戦略2032」のビデオをYou Tube

で視聴し、「YMI戦略2032」（国際議会の採択文）も

配布されての勉強会となった。ビデオ視聴後の各自

の感想では、YMIとしてのアイデンティティーにこだ

わるのは、組織として筋を通す意味では、評価できる

が、クラブとしてのアイデンティティーと言ったら何な

のだろうか？YMCAサポートが第一義的ではなく、親

睦が第一になると他の親睦団体と変わらなくなってし

まう？組織継続の前提となる会員増強を考えると

YMCAが若者が目を向けるような新たな企画を考

え、それに沿ってワイ

ズが協力していくべき

ではないか？コロナの

ご時世で他クラブの実

情を知ることができな

いが、もっと交流を深

めて、連携したプロジェクト（これがワイズだと言える

ような）の模索が必要である。等々議論百出となっ

た。その後近況報告と吉﨑勇君の閉会の言葉「本日

のビデオを通してそれぞれの想いが語られて面白

かった。」に続いて、髙田会長の閉会点鐘で9月例

会の幕を閉じた。 



今後の予定 

 10/23 (日) 第8回夏見のおうち子ども食堂 

 10/29 (土） 千葉Yインターナショナル・チャリティーラン 

 11/5   (土） 東日本区第2回役員会 

 11/10(木) 千葉ウエスト事務例会（Zoom） 20:00～ 

 11/12(土) 千葉クラブ11月例会 18:00～20:00 

 11/26(土) 千葉ウエスト11月例会 14:00～16:00  

第７回「夏見のおうち子ども食堂」  

9月25日（日）9時から船橋市夏見公民館で開催され

た。ワイズは前日準備(内田)、当日(岡田,長尾）の３名

が参加。今回の食堂は会食数は80食分を調理･配膳。  

第5回(7月)より公民館の実習室を会食にも利用するた

め｢もぐもぐルーム｣、和室を交流に利用している｢わく

わくルーム｣の2ルーム方式で、それぞれの担当ボラン

ティアを配置。今回､｢わくわくルーム｣では、特別プログ

ラム『LIONおくちからだプロジェクト』として小学生20名

に、お 口 と 身 体 の 健 康 を 学 ん で も ら い ま し た。          

｢もぐもぐルーム｣では、メインの中華丼の他、春巻き･な

めこにゅーめん･お月見団子･オクラの天ぷら･モロヘイ

ヤ入りジャガ餅の調理をし、配膳は3回に分け会食を

提供しました。              （長尾昌男） 

 

 

第26回関東東部大会 

10月1日10時半より、今年度の関東東部大会がZoomにて開

催され40名余が参加した。                                          

第1部では、「いっしょにAction！関東東部 こんなことがし

たい！」の表題の下に４グループに分かれての分団協議が

行われた。ゴミ拾いを行うことを前提に、決められた日に、各

クラブごとに、同じユニフォームで、仲間を誘って行いその

結果を外部へ発信する場合に、各クラブで行うとしたらどの

ような対応が出来るかというもので、それぞれのクラブからの

提案があり、これらは事務局がまとめて、次回の評議会へ提

出されることになった。第2部の部大会は、佐藤東日本区理

事からの祝辞があり、「760名でスタートした今年度は、平均

年齢も67.3歳となり、会員増強が必須となっているので、

EMCの会員増強ャンペーンで頑張ってほしい。た。部長報

告では、9/15の江東クラブへの部長公式訪問に際して、2名

（30代、と40代）の入会式に立ち会ったこと、金丸会員増強

事業主査より、先に述べられた会員増強の100日キャンペー

ンの推進と、柳瀬国際・交流事業主査からは、使用済み切

手収集の継続や、来年2月の東西交流会に於けるDBC締結

について現在千葉ウエストクラブが手を上げていることが発

表され、衣笠ユース事業主査は、山中湖で開催中の第34回

ユースボランティア・リーダーズフォーラムの実行委員として

現地よりの挨拶があった。その後、各アッピールがあり、最

後に長尾次期部長より、来年度の関東東部大会が

2023/9/30(土)に開催されることの発表とともに、閉会点鐘を

もって部大会の幕を閉じた。当クラブからの出席は、鈴木、

髙田、長尾、吉﨑の4名であった。 会食ランチ 

(中華丼セット) 

おくちからだプロジェクト 

第26回関東東部大会 出席者 

東日本区からのアッピール 


